
経営健全化方針に基づく取り組み状況（令和 6 年度） 

 

法人名 上関航運 有限会社 

 

経営健全化方針を策定した理由 

令和元年 9 月 30 日時点において債務超過額が 94,008,418 円発生していたため、策定した

もの 

 

財政的リスクの状況                    （単位：千円） 

 令和 4 年度決算 令和 5 年度決算 令和 6 年度決算 

債務超過額 120,931 92,464 87,055 

 

主な取り組み状況 

 

【法人自らによる経営健全化のための具体的な対応】 

・新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、帰省客や釣りなどのレジャー等で島を訪れ

る観光客の渡航の自粛をお願いしていたが、全面解除により利用客が徐々にコロナ前ま

で回復してきている。令和 6 年度は神舞が開催されたため旅客運賃が増加した。 

それらの事から島民とも協力し積極的に島のアピールをして収入増につなげたい。 

・島民にとって唯一の公共交通機関なので、生活航路としての役割を果たすとともに、経

費の節減に努め安全・安心な運航を継続していけるよう努めている。 

 

【地方公共団体による財政的なリスクへの対処のための対応】 

・国及び県が補助金交付額を確定するために実施している監査及び経営の評価の際は町と

して同席するとともに上関航運有限会社の株主総会及び取締役会において経営状況の確

認及び評価を行ったうえで、地方自治法に基づく町議会への経営状況報告を行った。 

・コロナウィルスの影響で観光情報の発信が積極的に行えなかったが、コロナウィルスの感

染状況が解消されたことにより今後は釣りなど積極的に島の魅力を広く発信していく。 

・島の特産品開発に取り組んでおり、道の駅上関海峡に海産物や、農産品を納めている。 

 今後も新たな商品開発に取り組んでいくことで島の物流を活性化しながら魅力を発信し

ていく。 

 

 

 



法人の財政状況 

(円)

令和4年度 令和5年度 令和6年度
78,935,399 63,493,303 40,746,000

Ⅰ　流動資産 6,555,872 8,094,871 3,337,638

Ⅱ　固定資産 72,379,527 55,398,432 37,408,362

199,866,008 155,956,511 127,801,049

Ⅰ　流動負債 40,580,988 25,073,931 25,320,909

Ⅱ　固定負債 159,285,020 130,882,580 102,480,140

△ 120,930,609 △ 92,463,208 △ 87,055,049

資本金 24,000,000 24,000,000 24,000,000

前期繰越損益 △ 131,016,828 △ 144,930,609 △ 116,463,208

当期純利益 △ 13,913,781 28,467,401 5,408,159

令和4年度 令和5年度 令和6年度

30,971,932 37,396,316 38,692,535

131,113,115 117,849,098 124,166,339

△ 100,141,183 △ 80,452,782 △ 85,656,304

86,409,902 109,102,683 91,064,463

△ 13,913,781 28,467,401 5,408,159

（貸借対照表から）

（損益計算書から）
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